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未来の持続的な海事産業の実現
のための研究と人材育成

広島大学大学院先進理工系科学研究科
濱田邦裕
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本講演の内容
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持続的な地域の発展・活性化のために
海洋・海事の教育・研究はどうあるべきか？
（何をしようとしているのか？）

１．教育（人の育成と確保）

２．研究（地域の発展とどう繋げるのか？）



4 4

教育（人）
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輸送・環境システムプログラムとは

輸送・環境システムプログラム
輸送・環境機器の設計・製造・開発に関する基礎から応用を学ぶ
大規模システムやシステム統合化技術を重視

輸送・環境システムプログラム
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船舶工学科（S24年に設置）を起点
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これまでの教育面の実績
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1988 船舶海洋工学特別コース設置（博士課程の留学生を獲得）

2000 創成教育(Problem Based Leaning)を開始

2001 海外インターンシップを開始

2009 アジア人財事業

上記以外に課外活動として，人力ボート，人力飛行機

• 理論・知識の実現象への応用
• 広島大学の工学教育を牽引
• 工学系の海事教育として最先端の試み
• 全ての試みが定着
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直線レース：15mの速さを競う
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専門科目例： 輸送システム工学プロジェクト
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人が乗って移動することができる
乗り物を，紙で設計・製作する

コンセプトの立案 構造の検討・決定

実験・製作 プレゼン（発表）

事
後
分
析

プ
レ
ゼ
ン

プ
レ
ゼ
ン

レ
ー
ス

ペーパーバイクの設計・製作

専門科目例： 輸送システム工学プロジェクト
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海外インターンシップ： ECBO

99
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アジアの生産現場への派遣，事前教育と事後教育
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海外インターンシップ： ECBO

海外インターンシップ
（工学系のみ）

354人

ECBO（企業）
166人

常石
33人（最多）
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アジア人財（現グローバル人財）

ビジネス日本語・日本ビジネス教育

技術経営科目群

日本型ものづくり科目群
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修士研究
（ものづくり題材の産学共同研究）
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海外協定校

就職

担当 担当

留学推進事業

就職支援事業

：産学官協同事業卒業生：58名
県内企業に就職：51名
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呉 Town & Gownの教育面の狙い
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広大卒業生を日本の海洋・海事産業における最大勢力に

海洋・海事分野における新たな課題に対応した人材の育成

人材育成から人材供給へ

特に協議会メンバーには良い人材を供給したい

どうすれば，海洋・海事産業に興味を持った学生が
広島・呉に集まるか？
どうしたら供給できる（就職する）か？



13

海上保安大学校の強み

海の安全・安心（海上保安）に特化した国内唯一の教育機関
実学重視の教育・研究施設，実海域フィールド実習
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商船高専の強み（広島商船高専の場合）

実験・実習・実技の体験学習を重視したきめ細かい教育体制
豊かな人間力および高い知識・技術力を併せ持つ実践的技術者
の育成

練習船
広島丸

航海実習 漕艇訓練

HPより抜粋

アーク溶接実習 分解組立実習

ロープワーク実習

旋盤加工実習

5軸マシニングセンタディーゼル機関（船舶）3次元CO2レーザ加工機

実習船
ひかり
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瀬戸内全体での海洋・海事教育システム（案）
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たたき上げの海洋・海事人材
産官学共同教育
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文理融合型の海洋・海事教育システム
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研究
（地域の発展）
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研究施設： 船型試験水槽

• 大学設備としては国内最大級

– 長さ100m, 最大幅10m, 深さ3.5m

– 最大曳航速度:3.0m/s

– 造波機（規則波/不規則波）

– 可動式仮床機構
（浅水域、水路、地面効果）

– 「ISO 9001（品質マネジメントシステム）」
認証を取得（大学の水槽では世界初）

• 主な使途

– 輸送機器の流体性能評価・開発
（船舶の抵抗・推進性能，
運動性能，耐航性能 etc…）

– 海洋エネルギー利用技術
（潮流・波浪発電装置等）の
性能評価・開発
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波の中を走る船舶の動揺計測試験
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Energy Harvesting from Waves Using PENG and TENG
 PENG: Piezo-Electric Nano Generator 

 TENG: Tribo-Electric Nano Generator

Mooring at water depth: 1800 mTropical island, Okinawa in Japan

Inspired by oyster raft

Wave energy generator with 

fish aggregating device

WaveDeformationElectric power

波浪発電性能を評価する試験
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車のコーナリング走行試験
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研究施設： ゲッチンゲン型風洞装置

• 中・四国地方の大学設備として最大級の
回流型（ゲッチンゲン型）風洞試験装置

– ノズル寸法：2m×2m

– 最大風速：25m/s

– 3次元トラバース装置

– 煙発生装置×レーザーシート可視化

– 風向変動装置

• 主な使途

– 輸送機器
（船舶・自動車・航空機等）の
空力性能評価・開発

– 自然エネルギー利用技術
（風車等）の
空力性能評価・開発
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特殊航空機の開発（翼周りの流場の可視化）
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船の風圧抵抗評価・小型風力発電機の開発

羽根基部の高速度カメラ撮影 ※ 常石造船株式会社 2011/7/4 プレスリリースより
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現在の研究テーマ
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Tsunami acting on OWT

Huge Wave (20m) 

acting on OWT
Huge Wave (20m) 

acting on OWT

Huge wave: 25.6m in North Sea

80m 

height

80m 

height

Offshore wind turbine with mooring computed by high performance comp.

流体力学的シミュレーション
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操船シミュレータ用の運動数学モデルの研究

電気推進船「みやじま丸」

2015年放映，日本テレビ
「1億人の大質問!?笑って
コラえて3時間スペシャル」

安川先生

JR西日本，宮島フェリー
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デジタルエンジニアリングと計算力学技術の研究

産業応用のための
よりリアルなシミュレー
ション技術構築へ

新しい構造解析 (計算力学) 技術の研究・開発と応用

有限要素法・誤差解析

メッシュフリー法/粒子法/Peridynamics

マルチマテリアル

異種材料接合

衝撃・破壊

熱構造流体連成

防振・防音

大規模構造計算

冶具を考慮したスポット溶接
継手強度評価モデル

スポット溶接ラップジョイント

トポロジー最適化/Phase-field法

28



29

新しい機能を持つ構造の創生
構造解析技術/3Dプリンタ/最適設計技術の組み合わせによる新構造創生

Stage1

二重底

設計変数：24個

グローバル設計変数

16個

制約条件：15個

Stage2

ビルジホッパー

設計変数：48個

グローバル設計変数

16個

制約条件：37個

Stage3

トップサイドタンク

設計変数：48個

グローバル設計変数

16個

制約条件：42個

Stage4

二重底構造部

設計変数：68個

グローバル設計変数

16個

制約条件：113個

構造最適化技術の研究

当講座学生による金属3Dプリンタの紹介
トポロジー最適化技術

最適化技術を駆使した
船体構造断面最適化
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Big Data Science for Maritime Logistics

Risk analysis of Ship Accidents
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輸送システムの分析とモデル化
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Measuring dynamic properties such as forces, deformations, vibrations, etc. as

applications of piezoelectric materials, and study non-destructive inspection
technology for structures.

Flexible sensors
Structural health monitoring 

Experimental device for

onboard seawater cooling system

構造物のモニタリング
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Red Tide Monitoring Using 

Sentinel-2 Data 

Short-Term Variation of the 

Surface Flow Observed from 

the Himawari-8

リモートセンシングと海洋計測
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広島大学の施設面の強み

• 海洋環境および水産業に関わる実験施設

• 瀬戸内CN国際共同研究センター
– 〇サスティナビリティ部門

– 〇グリーンイノベーション部門

– 〇ブルーイノベーション部門

宮島自然植物実験所 臨海実験所（向島） 水産実験所（竹原ステーション）

生物多様性、生物・生態系の環境に対す
る応答、生物進化プロセス、生物種間関
係に関する教育研究を推進

半索動物ギボシムシや無腸動物ムチョウウ
ズムシを用いた進化・発生（Evo-Devo, 

Evolution & Development）をキーワードに
教育研究を推進。

植物地理学・植物生態学に関する諸
問題の解明および生物の保全・自然
保護、地球規模での環境保全対策、
生命現象の基礎的解明についての教
育・研究を実施。

生物多様性を守りながら、藻場や干潟など、海中への二酸化炭
素の同化を進める

植物や土壌への二酸化炭素の同化を進めるための技術開発を
推進するとともに、二酸化炭素の有効利用技術を確立する

国際的な脱炭素社会の実現に貢献
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広島大学の学術面の強み

研究論文に着目した日独英の大学ベンチマーキング
2019 

文部科学省 科学技術・学術政策研究所

船舶・海洋工学のランキング 国内２位
 Number of journal paper and citation record
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報告書 2020.3
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広島大学の学術面の強み

 Number of journal paper and 

citation record

 船舶・海洋工学分野
ランキング 75位

報告書 2020.3
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輸送グループの研究面の特徴

産学共同研究

36

• 2004年６月包括的研究協力協定の締結
• 今年で20年
• 毎年 10-15件程度の共同研究
• 代表的な成果

• 製品例１：平水中ならびに波浪中において抵抗の少ない
ばら積み貨物船 ヒット商品に

• 製品例２：空気抵抗の少ない船橋の開発
• 設計ツールの開発：最適設計技術・モジュール化技術の
導入により船の重量軽減や機関室の合理化に寄与

• シーズではなくソリューションの提供
• 大学の論理を押し付けず，企業のニーズをくみ取る

例（常石造船）
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共同研究の進め方
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• テーマ選定（企画力の育成）：会社，大学の担当者が一緒に研究
テーマを考え，その後，会社の幹部を交えて，徹底的に議論する。
• 会社の儲けにどうつながるか？
• 「新製品開発」，「製品の改良」，「設計ツールの開発」，「トラ
ブル解決」のどれなのか？

• 良いアイデアがないからといって，とりあえず的な発想はさせ
ない。（日頃から考える訓練）

• 共同研究実施時：社員教育・学生教育の両立（＋α）
• 社員が実験に立会，結果の解析を実施→専門技術力育成
• 学生との二人三脚（自分の研究のニーズ，社会実装）

• 成果発表会：
• 会社幹部の立会
• 若手社員のアピールと意欲醸成

企業の観点からの共同研究の価値：
技術開発＋社員育成（技術力・意欲醸成）＋学生へのアピール
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輸送グループの学術面の特徴（２）

国際的ネットワーク
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• 各国に存在する特別コースの卒業生（1988年開始）
• JSPS 拠点大学交流事業（1997-2006）

• 海上輸送に関する総合的研究
• 10年間インドネシアを中心に東南アジアの海事関係者
と共同研究

• インドネシアの主要大学には卒業生が多数存在
• 特にアジア諸国と強い繋がり．

ハサヌディン大学 バンドン工科大学PT.PAL
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海洋・海事分野が解決すべき課題
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海事クラスタとして連携が必要な
解決すべき多様な課題
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呉 Town ＆ Gownへの期待

海洋・海事分野における人・技術・経済の循環システムの実現

40

初等・中等教育
高等教育機関

（商船高専・海上保安大・広島大・海外大学）

海洋・海事関連産業

笹川平和
財団

中国運輸局，
中国地方整備局，
広島県，呉市 船級協会


